
平成２０年 ９月 １日
防 衛 省

｢航空身体検査に関する訓令の一部を改正する訓令案｣に関する意見募集の結果について

「航空身体検査に関する訓令の一部改正に対する意見募集について（自衛官等の採用
のための身体検査に関する訓令及び航空身体検査に関する訓令の一部を改正する訓令
案」につきましては、平成２０年７月２２日から同年８月２０日までの間、御意見を募
集したところ、１通（１件）の御意見をいただきました。
お寄せいただいた御意見とそれに対する当省の考え方につきましては、別紙のとおり

とりまとめましたので御報告いたします。
また、この案のとおり平成２０年９月１日に制定されたことを併せて御報告いたしま

す（平成２０年防衛省訓令第４６号。添付ファイル参照 。。）
今回、御意見をお寄せいただきました方の御協力に厚く御礼申し上げます。
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別紙

航空身体検査に関する訓令の一部改正に対する御意見と当省の考え方について

御意見 当省の考え方

自衛隊における航空任務の特殊性、油圧 握力の基準は、異常低体力者の排除を
装置の故障時などを考慮して、握力基準 目的としておりますが、その目的は医師
を撤廃すべきではない。 の診察によって果たすことができます。
自衛隊の航空要員において、視力矯正 一方、自衛隊における任務の遂行に当た

具の使用は、認めるべきではない。 り必要な握力は、その航空要員の養成過
程での訓練を通じ、強化させることが可
能であり、握力が無いために任務遂行が
不可能となる事態は生じ得ません。した
がって、握力の基準について廃止をする
ことは、問題ないものと考えています。
また、自衛隊の航空要員による眼鏡の

使用は、平成４年より認めているところ
ですが、これは、視力矯正具の進歩と必
要な医学的知見の蓄積に伴う措置であ
り、以来、現在まで、眼鏡の使用を理由
とした不具合は生じておりません。ソフ
トコンタクトレンズについては、その進
歩と必要な医学的知見の蓄積により、航
空要員にその使用を許可しても問題ない
ものと考えています。


